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１，
今年２０１８（平成３０）年１１月に４日間ほど北海道南部を訪れた。ニッカウヰスキーで有名な余
市町に隣接する仁木町を中心に「地域おこし協力隊」の先導を得て調査をしていた。この町は，
地価高騰地域として全国の注目を集めるニセコ町への移動路中でもある。仁木町役場で町長，副
町長ら町幹部の方々と懇談していた時である。仁木町は，道最大級のフルーツランドを標榜して
おり，ワイナリーを随伴する「NIKI Hillsヴィレッジ」（来夏７月オープン），全国からスクーリ
ング生が集う北海道芸術高等学校，地元の果物やミニトマトなども話題とはなったが，がぜん熱
のこもった話題となったのは，遠く離れた道東釧路市の「タンチョウリーグ」のことであった。
町の振興を熱心に手掛けている副町長が特に詳しかった。
「タンチョウリーグ」とは何か。釧路湿原に舞う“丹頂（鶴）”の競宴かと思いきやそうではな
い。野球のリーグ戦のことだ。昨年２０１７（平成２９）年夏，これの初開催を伝える「北海道新聞」
（ウエブ版）７月２８日を引用しよう。
「道内外の大学・実業団の硬式野球部やクラブチームに，プロ野球・福岡ソフトバンクホーク
スの３軍も加わる「タンチョウリーグ」が８月１１～１９日，大規模改修された釧路市民球場で開
かれる。……東都大学野球１部リーグの強豪・亜細亜大や昨年の都市対抗大会で初優勝したトヨ
タ自動車など道外５チームと，地元クラブのブレーブ釧路や釧路公立大など道内１０チームが参
加する。」
要するに本学野球部が当地で夏季合宿するに及んで，道内大学野球部，地元社会人クラブ，実
業団野球部，プロ野球チーム（３軍）が釧路に集って対抗試合を開催するというのである。これ
は盛り上がりました。
今年２０１８（平成３０）年，２年目。これを聞きつけて，他の大学野球部，社会人野球，地域
チームが続々と「タンチョウリーグ」に参戦を申し込むようになった。今年の参加チームを書き
出してみよう。
「亜細亜大学 A」「同 B」「日本体育大学」「東京農業大学オホーツク」「東海大学札幌」「旭川大
学」「釧路公立大学」「星槎道都大学」／「トヨタ自動車」「ホンダ」「JR東日本」「JR北海道」
「北海道ガス」「航空自衛隊千歳」「ブレーブくしろ」／そして「ソフトバンク」「読売ジャイアン
ツ」（３軍）と都合１７チーム。
球場も釧路市球場，同付属球場，帯広の森野球場と３カ所に拡大し，８月１０日から１０日間に
わたり４１試合を行う。「東都の強豪・亜大野球部」は「Aチーム」・「Bチーム」合わせてこのう
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ち２３試合を担う。だから「タンチョウリーグ」は現状では，ある意味亜大リーグなのである。
そうして「北海道新聞」や「釧路新聞」ではこれを大きく報道し，本学野球部の公開練習の日程
まで詳細に報じている。「試合，練習ともに無料公開」と。プロ・アマの垣根を越えて各界の野
球部が技と力を競い合う。野球ファンならずとも垂涎ものであろう。そして，その中核に亜大が
いる。
地方経済の低迷が伝えられるようになって久しい。地域活性化の掛け声も頻りと聞くように
なった。そうしたなかで，地域を挙げての市民行事の高揚である。私は予想する。「タンチョウ
リーグ」は，次年（２０１９年）には知名度も全国区となり，地域創生の起死回生のコンテンツと
して，様々な方面から注目され取り上げられるとともに，同リーグ観戦ツアーが多数組まれるに
違いないと。道南・道中の日本ハムファイターズと旭山動物園を巡るゴールデンルートに，道東
「タンチョウリーグ」が加わるのである。
亜細亜大学徒としてもう少し想像力を働かせてみよう。本学は小なりといえども全国区の大学
である。４７都道府県全国から学生が集っている。北海道出身学生も毎年数十人の在籍者数を数
える。また多くの OBがいる。在学生の保護者，OBが，夏に釧路・帯広界隈に集うのである。
仄聞するところ，亜大の合宿所には，地元はいうに及ばず全道から差し入れが山のように届けら
れるとのことである。亜大 OB同窓生が集う青々会北海道連合会は全道６支部，札幌，旭川，帯
せんこん
広，北見，函館，そして釧根（釧路・根室）だ。
そして，本学野球部の OBたちである。プロ野球球団からドラフト指名を受けて入団するもの
もいるが，実業団チームや社会人チームで活躍中のものもいる。そう，かつての亜大チームの同
僚や先輩後輩が，「タンチョウリーグ」で攻守を交えるのである。家族や仲間の応援にも人生の
ドラマが垣間見られるような気がして胸がときめくのは私だけではないであろう。
亜大野球部は，合宿期間中に，地元の少年団に野球巡回指導したりする。地元住民の計らいで
亜大野球部，社会人野球部，プロ野球球団が一堂に会する大バーベキュー大会などの交流もおお
いにある。これら地元のクラブや交流の場にも教員や部長や指導者として OBがいて市民がい
る。邂逅がある。
釧路で，帯広（帯広の森野球場がある）で，根室で，あるいは私が釧路からはるか離れた道南
で熱く語られたように全道で，亜大を核に繰り広げられる「タンチョウリーグ」の広がりに注目
と期待がいや増しつつある。仁木町副町長からは，釧路在住の本学 OBの個人名まで挙げて，商
学部（現経営学部）で合気道部出身の市川隆氏が亜大野球部の釧路夏季合宿の誘致に奔走したこ
と，生田勉野球部監督が八方手を尽くして様々な球団に「タンチョウリーグ」への参戦を呼び掛
けたことなどこと細かく教えて下さった。初対面の私に町の幹部の方々が懇切丁寧に接して下
さったのは，私が差し出した名刺の肩書に「亜細亜大学」とあったからかも知れないと今にして
思うのである。
なにも誇張した話でも何でもない。地方における高校野球の存在感には大きなものがあるの
だ。亜大野球部が釧路を拠点に夏季合宿を開始したのが，２０１０（平成２２）年である。その途端
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といってもいいであろう，地元釧路では１９７７（昭和５２）年に釧路工業高校が甲子園出場を果た
して以来，数えて３７年ぶりに武修館高等学校が２０１４（平成２６）年に甲子園に初出場したこと
も，そして今年には公立の釧路湖陵高等学校が２１世紀枠で来春の甲子園出場を俟っているのも，
亜大効果があればこそと囁かれていることは事実なのである。釧路合宿は，今年で９年目，来年
は１０周年となる。
私も亜大野球部のことについてはいろいろな噂を耳にする。曰く，プロを目指すなら六大学で
はなく東都リーグだと。「人気の六大学，実力の東都」とはやや言い古されたセリフである。ち
なみに，大学野球は，北は北海道から南は九州・沖縄まで全国の地域ごとにリーグを結成して
２６の大学野球連盟が覇を競い合っているが，いわばその頂点が東都大学リーグだといっても言
い過ぎだといわれて誹りを受けることはない。そして，この２６の大学連盟を糾合するのが全日
本大学野球連盟である。試みに，平成年代の３０年間における全日本大学野球連盟の覇者（優勝
校）を数えてみた。東都リーグの大学が２３回の優勝を数えている。
さて，そろそろ大島正克先生のことについて触れていかなければならない。そう大島先生は，
東都大学リーグを代表してこの全日本大学野球連盟の評議員職に名を連ねている。なぜなら，大
島先生は，東都大学野球連盟の副理事長であるからである。
大島先生は，私の眼から見て本学経営学部の教員として，いくつもの特筆すべき実績がある
が，次のことを挙げてみたい。
大島先生は，経営学部の専門演習（大島ゼミ）にて，推薦で本学に入学してくる野球部の学生
たちを束ねて直接に密度高く指導され３０年近くになる。すなわち本学野球部員は，全員が大島
ゼミに所属するのである。したがって，本学野球部員は学士（経営学）として卒業すれば進路は
様々でも，みな大島ゼミの OBなのである。
シーズンが終わると，彼らは本学日の出キャンパス（東京都日の出町）内にある合宿所から毎
日，武蔵境の本学キャンパスに通学する。キャンパスで彼らがまとまって移動しているところに
しばしば遭遇する。がっちりした体躯の一団であるからすぐに彼らと気付く。教員と思しき私を
見かけると，帽子を取って大きな声で挨拶する。こちらも思わず声が大きくなって挨拶を返す。
その度に，なにか一日元気で過ごせそうな“気”をいただく。
私も経営学部教員であるので，私が開講する講義にも彼らが集団で受講することがある。そう
した時には，かならず大島先生から事前に彼らが受講することの報告がある。その時に最近の試
合成績や選手すなわち大島ゼミ生の活躍の様子を一言二言大島先生の口から直接におうかがいす
るのが楽しみである。というのも，試合のある曜日は私の授業日と重なるので，直接に球場で彼
らの活躍を目にする機会が限られているからである。しかしながら，大島先生は，おそらくほぼ
毎試合ではないかと思うが，神宮球場に足を運ばれているので，試合のことや選手一人ひとりの
活躍の様子をよくご存じでいらっしゃるからである。
野球部員の講義受講は，教員の立場からは正直言って有難い。私の学科の受講生は，よく言え
ば自由奔放，悪く言うと勝手気まま，いや受講態度の話である。私語の注意や携帯スマホの電源
ix
切りなど，頻度高く指示をしなくてはならない。学生証の机上への掲示や机上に授業以外のもの
を置かないということや指定座席への着席も毎回授業の冒頭で確認をしなくてはならない。が，
野球部員の受講は，こうしたことへのエネルギー投入が最小で済む。規律正しいというのであろ
うか，あるいは，事前に大島先生から，日の出キャンパスからの JR中央線での集団移動を含
め，キャンパス内での振る舞いや受講態度など，行き届いたご指導があるのではないかと思うの
である。東都の，否わが国の全国の大学の野球部の頂点に立つものの代表たる自信と自尊心が育
まれている故なのであろうか。もちろん生田監督の薫育も並々ならぬものがあろうと推量され
る。
大島先生は，８年前の２０１１（平成２３）年から本学野球部部長職を兼務されておられる。東都
大学リーグは春と秋の開催である。大島先生が野球部の部長就任前の記録を紐解くと興味深い。
東都大学リーグの第１回リーグ戦は１９２５年とあるが，これはちと早すぎる。まだ本学の誕生前
だ。我々の記憶を辿ることができる平成時代を振り返ってみよう。大島先生が野球部部長に就任
された２０１１（平成２３）年春の優勝校は，東洋大学であった。平成の時代，ここまでで優勝回数
が多かったのは，青山学院大学，亜細亜大学（ともに１１回），東洋大学（１０回）である。
そしてこの年の秋リーグ，大島部長野球部は，優勝する。いよいよ亜大が他大学を振り切って
抜け出すのである。ここから，２０１４（平成２６）年春リーグまでの６シーズン連続して，大島部
長野球部は，なんと前人未到の６連覇を達成する。ちなみにそれ以前では，３連覇がレコードで
あった（青山学院大学，亜細亜大学，東洋大学が各１回経験）。
次２０１４（平成２６）年秋（駒澤大学）と２０１５（平成２７）年春（専修大学）は，優勝を逸する
が，その次の２０１５（平成２７）年秋，２０１６（平成２８）年春は，また亜大の連覇成る。という次第
で，要するに大島部長時代のこれまでの野球部戦績は，在任８年間で衝撃の６連覇を含む驚異の
８回の優勝。もはや誰も追いつけない常勝亜細亜の神話の誕生である。大学野球界はいうに及ば
ず，プロ野球界が，甲子園を目指す高校球児が，実業団など社会人野球界が，独立リーグなど地
域野球界が，亜大を見ずして野球を語るなかれと色めき立つのも頷けよう。「タンチョウリーグ」
に関係者が湧き立つのには理由があるのである。
ここまでお読みの方。もしかして「なにを大袈裟に！」と思ってはいませんか？では，私も大
学教員なので一つだけデータを示しましょう。私は，野球はときどきテレビ観戦するが，熱狂的
ひいき
なファンだというわけではない，プロ野球選手の名前を諳んじられるわけでもなく，贔屓のプロ
野球選手もいない。しかし，我が家には『プロ野球選手名鑑２０１８』がある。そこで，１２球団の
全選手を数えてみることとした。各球団の支配下登録選手は７０人枠である（育成選手を除く）。
シーズン途中での入れ替えや補強もあるので，年度当初は７０人以下の登録選手がデータ付きで
紹介されている。最少人数６１名（広島）から最大人数６９名（日本ハムファイターズ）で，１球
団平均６６名，計７８８名である。
さて高校，大学問わず，出身校別で最大数を数えるのはどこでしょうか。周辺の人に聞くと早
稲田大学だという。たしかに，実況中継でも時々活躍選手名に続いて大学名を付け加えるアナウ
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ンサーもいる。聞いた気もする。では出身校別で２番目に多いのはどこかと尋ねると，結構なプ
ロ野球ファンでも口籠る。普段意識していないので当然のことだと思う。しかし，私は亜大人で
ある。改めて皆さんに教えましょう。（ご存知でしたら，ごめんなさい。）
プロ野球選手の出身校は，本当に全国にバラついている。台湾やアメリカもそれなりにある。
聞いたことのある高校名や大学名でも，ほとんどが１～２名程度，誰もが知っている校名でも数
人規模にとどまる。そうしたなかで，２桁の人数を数えるのは３校のみである。なかでも，２校
が図抜けている。最大数は，確かに早稲田大学で２１名いる。そして次が，わが亜細亜大学で１７
名なのである（セ優勝広島４名，パ優勝ソフトバンク３名，オリックス，千葉，阪神，DeNA各
２名，ジャイアンツ，ヤクルト各１名）。お分かりか，プロ野球界の人材輩出ツゥトップの一角
が亜細亜大学なのである。先に亜大を見ずして野球を語るなかれと書いたが，ことは大学野球界
だけの話ではないのである。ところで大島先生は早大出身でしたね。OBの立場もありましょう
が，ここはもちろん亜大の総大将として早大を追い詰めるのですよね。さあそこでだ，今年
２０１８年１０月２５日のプロ野球ドラフト会議。亜大からは３球団３人が指名された。早大は１球
団１名の指名にとどまった。来年の選手名鑑が刊行されたら，数えてみましょうね，早大に肉薄
している亜大出身者を。しかしながら侮れないぞ，スポーツ科学部を擁する早大は。来期１月１
日からは，「スポーツイノベーション」を解説する小宮山悟が野球部監督だ。頑張れ，亜細亜。
ついでながら『プロ野球選手名鑑２０１８』を眺めていると，いろいろなことに気づく。出身校
別に数えていくなかで，大学出身者数が極端に少ない球団があったので目に留まった。６６名中
大卒者は１７名，率で言うと２５．８％，福岡ソフトバンクホークスである。なるほど思い当たる節
がある。「ソフトバンク」球団は，地域にすそ野を広めつつ設備面での投資も充実させ自前のシ
ステムで選手を得ようとしている球団で，iPadの全選手への配布も７年前，データのデジタル
化と専用アプリの開発で頭脳戦での主導権を握ろうとする。これらの方式はスポーツ経営学，ス
ポーツ社会学からも注目されているところだ。そして，次に低率なのは，６６名中２５人３７．３％
の読売ジャイアンツ，ほぼ同率で６１人中２４名３９．３％の広島東洋カープス。その他の球団は，
大卒者割合が多い。私は経営学者として推測する。「タンチョウリーグ」にいち早く「ソフトバ
ンク」３軍と「読売ジャイアンツ」３軍が参戦したことの根拠がここにあるのではないかと。す
なわち，彼らにとっては，真に亜大野球部が仮想打倒ライバル球団に他ならないのである。また
近い将来に攻守を交える可能性がすこぶる高い相手がそこにいるのだ。いわずもがな，プロ野球
のスカウトたちも「タンチョウリーグ」が見定め場なのである。
さてさてそこで，私もホスピタリティ・マネジメント学科に身を置く教員として，静観視して
いてよいのであろうか。「タンチョウリーグ」の季節，ホスピタリティビジネスはどのように刺
激し合うのか。大勢の人の移動があり（パッセンジャーサービス），現地周辺の宿泊があり（宿
泊ビジネス），交流の宴があり（フードサービス），観戦ツアーが組まれ（トラベルビジネス），
なかには球場ウエディングを企てようとする人も現れるに違いない（ブライダル），勝手に指名
すればその時の立会人は釧路市長か亜大監督かはたまた学長か。これらすべてを「スポーツホス
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ピタリティ」と呼ぶのである。「タンチョウリーグ」とは，なにより私たちにとってもホスピタ
リティビジネスの新しい研究事例対象であり，理論構築のための教材であり，学生たちのイン
ターンシップや研修などの教育の場ではないか。見逃すわけにはいかないのである。
２，
私がはじめて大島先生のご面識を得たのは２００８（平成２０）年が改まってしばらくのことでは
なかったかと思う。そのしばらく前に，私の古い研究仲間から，私の勤務先（当時信州大学経営
大学院）研究室に電話がかかってきた。用件は，私に現在の勤務先を離れてもよいかどうか，あ
るいはその気が全くないかどうかを尋ねるものであった。私は，現在の勤務環境に特段の不平不
満を持っていたわけではないが，そうかといって，他の環境の可能性を否定しているものではな
いと，正直に答えた。あまり間を置かずに，その友人の研究繋がりで，またある大学の先生から
私宛に電話があった。亜細亜大学の名前を出されて，新学科設立の準備が進められていることを
伝え，私に関心があるかどうかを尋ねられた。その新学科とは，「ホスピタリティ・マネジメン
ト学科」のことである。
私は，当時の勤務先で「フードマーケティング」や「フードテクノロジー論」，「地域マネジメ
ント論」などを論じていた。また食品企業などの経営幹部や地方自治体職員，金融機関幹部など
を社会人院生として指導していたが，私自身の研究の本流は「フードサービス」論である。ホス
ピタリティビジネスの中心軸は宿泊ビジネスとフードサービスビジネスであるので，この新学科
構想は私の本来の研究関心に照らして魅かれるコンテンツであった。そのような電話での遣り取
りの後に，やっと大島先生からお電話を頂戴することとなった。当時経営学部長として，新学科
設立の陣頭指揮をお執りになっておられ，直接に私とお話がしたいとのことであった。
この時点で，私はすでに，慎重さと大胆さを併せ持った大島先生の術中に嵌っていたのだと思
う。私のことを十分に調べ上げての上のことだとはこの間の経緯で十二分に了解できる。私が東
京出張の時に定宿としていた飯田橋のホテルのコーヒーショップで大島先生，石塚隆男先生と初
めてお目にかかるところとなった。
私は亜大の図書館見学を申し出た。そうして初めて亜大キャンパスを訪問することとなる。地
上８階地下２階の「太田耕造記念館」すなわち亜大図書館には，ホスピタリティビジネス分野の
書籍雑誌もかなり集書されており，基本の官庁統計も抜かりなく揃えられており，地図などの大
型本も整えられていたが，それだけではなかった。中国研究学徒には垂涎の「人民日報」が揃っ
ていたり（一部マイクロフィルム），中国文化大革命頃からの地方新聞を中心に広く中国の国内
新聞を集めた特殊コレクションもある（のちにこれらは世界で３カ所にしかないコレクションだ
と教わった）。また，孫文やインド独立運動家ラス・ビハリ・ボースらとも親交のある著名な内
田良平の自筆の資料多数が保管されていることも知った。そして，アダム・スミス『国富論（諸
国民の富）』初版本（１７７６年），マルサス『経済学原理』初版本（１８２０年），J. S. ミル『経済学
原理』初版本（１８４８年）もあった。私自身，経済学徒としてこれらの古典を学習対象とするこ
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とはあったが，その実物を拝見するのは初めてのことであった。大島先生自らのこれら稀少本に
ついての解説をお伺いしながら，帰路すでに亜大新学科構想に参加することを迷いなくお伝えさ
せていただいた。
亜大は速攻で同年３月中に文部科学省へ新学科設置申請した。そして同年７月に新学科設置が
認可されたと大島先生からご連絡をいただいた。（『亜細亜大学七十年通史編』には大島先生ご執
筆によるこの経緯の説明がある（１８３～１８７頁）。）
もちろん翌年４月からの新学科開設であるので，当年の秋には新入生の AO入試，推薦入学試
験もあり，時間はいくらあっても足りない状態のはずである。が，私の様々なリクエストに大島
先生は丁寧に対応して下さった。
たとえば，日本フードサービス協会という団体がある。私は，本学新学科設立は，ホスピタリ
ティビジネス界，フードサービス業界にとっても暁光であるので，同協会へ新学科開設の報告を
するとともに関係メディア（外食産業記者会）でも記者発表をして欲しいと要望したが，大島先
生は直ちに対応下さった。産業界幹部の方々の子弟の進学先として本学科をアピールしたいとい
う気持ちを共有下さったのである。
また，学科が開設されると「研修」という科目が必修科目として用意されている。そこで，大
島先生，石塚先生にマクドナルド本社（日本法人）にご一緒していただいた（私はまだ前職の身
分である）。マクドナルドには経済界でも有名なハンバーガー大学があり，業界標準ともいえる
「QSC」（クオリティ，サービス，クレンリネス）など様々なプログラムが実践されている。私は
基本単語の英語習得も兼ねてオーストラリアのハンバーガー大学で「QSC」の基礎コースを「研
修」に応用するというアイデアを有していた。結局このアイデアは実現には至らなかったが，大
島先生，石塚先生は，フットワークよく私なりの下拵えに辛抱強くお付き合い下さった。
２００９（平成２１）年４月，ホスピタリティ・マネジメント学科がスタートした。経営学部は，
経営学科と２学科体制となったのであるが，大島先生は，引き続き経営学部長を務めながら経営
学科からホスピタリティ・マネジメント学科に籍を移され，本学科所属の教員として本学科の屋
台骨を支えていただくこととなる。
実際，ホスピタリティ業界のこともよく勉強されておられ，専門分野を担当するわれわれも舌
を巻くほどである。私たちも大島先生をなにかにつけて頼りとし，そして大島先生も本当によく
私たちの学習活動に寄り添ってきていただいている。
たとえば，私の担当する「フードサービス研修」であるが，学科最初の年には，校外での企業
実習に大島先生は全行程を同行下さった。その後もしばしばご一緒していただいている。私は
フードサービス業界の多様性と奥行きを受講生に体感してもらえるように研修プログラムを考案
した。これがよく機能できたかどうか評価していただくのに大島先生が同行下さったことは大変
有難かった。業務用問屋のセントラルキッチン，ドトールの焙煎工場，東京ガスの外食事業者向
け業務用厨房設備ショールーム，ぐるなび大学（同本社内），UCCコーヒーアカデミー，吉野家
本社，KFC本社，最高級会員制ホテル（東京ベイコートクラブ），浅草の料亭“市松”（のちホ
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テル椿山荘東京“錦水”），キャーヴ・ド・ひらまつ（現レストランひらまつレゼルヴ）（のちメ
ゾン・ポール・ボキューズ），イタリアンのハインツ・ベック，B to Bの国際ホテル・レストラ
ン・ショーなど各所で体験学習をした。
こうして大島先生は，ホスピタリティ・マネジメント学科発足後も，所属教員当事者として，
私のような新参者への指導助言者として，獅子奮迅の働きを続けられるのである。それだけでは
ない。大島先生ご専門の会計学界でもオーソリティである。２０１１（平成２３）年からは難関で知
られる国家試験「公認会計士試験」の試験委員（管理会計論担当）を務めたり，昨年２０１７（平
成２９）年８月には日本管理会計学会から功績賞の表彰までされている。
では，その大島先生が在籍してこられたホスピタリティ・マネジメント学科はどのように推移
していくのか。二つのことだけ簡単に確認しておきたい。
一つは，本学科が発足したあと，どのような改編があったかについてである。
２００９（平成２１）年４月に発足した本学科は，ホスピタリティビジネスの専門分野としてホテ
ル，フードサービス，トラベル，パッセンジャーサービス，そしてクラブマネジメントを構えて
いた。第一期生は２０１３（平成２５）年３月に卒業した。周知のように新学科は４年間，カリキュ
ラムや教員などが固定される。最初の卒業生を送り出して様々な改編が許されることとなる。そ
こで，同年４月から，ブライダルの専門分野が加わることとなる。続いて，２０１６（平成２８）年４
月からは，クラブマネジメントを「スポーツホスピタリティ」に差し替えて「コース」とし，学
科定員を９０名から１５０名に拡大した。
参考までに時代背景を確認しておく。本学科発足の２年前２００７（平成１９）年には観光立国推
進基本法が施行され，前年２００８（平成２０）年には，観光庁が発足している。わが国のホスピタ
リティビジネスの大潮流がはじまる波頭に本学科がスタートしたのである。私の専門領域でも同
年に，かのミシュランガイド初のアジア版である東京版がデビューし，２０１３（平成２５）年に
「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録され，２０１５（平成２７）年ミラノ万博で日本料理が大評
判を得て欧州全域に日本料理の熱狂が広がる。続けると，スポーツ基本法施行は２０１１（平成２３）
年，２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催決定が２０１３（平成２５）年，そしてスポーツ庁
発足が２０１５（平成２６）年である。わが国がスポーツ社会を目指して帆を上げた頃合いに「ス
ポーツホスピタリティ」ビジネスコースが船出した。つまり客観的には，本学科は社会の動向と
連動して，時代からの要請で弾もうとしているのである。冴えわたる大島先生の教導である。
いま一つは，学科卒業生の就職内定率のことである。２０１３（平成２５）年３月に一期生が卒業
した。以降に本年２０１８（平成３０）年３月までに都合，６期にわたり卒業生を送り出した。その
うち，三期生では卒業時で１名就職先が決定していなかった学生がいたので，いわゆる内定率は
９８．８％であった。それ以外では，すべて就職希望卒業生の就職先内定率は１００％である。
これはもちろん学生たちの努力と実績ではあるが，関係の方々の熱意とご尽力によるところが
あることはいうまでもないところである。
大島先生はといえば，専門の会計学の授業の他に，本学科では，４年生の「総合演習」を担当
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されている。だから，大島ゼミ生には，野球部を含む経営学科生もいるが，ホスピタリティ・マ
ネジメント学科生もいる。４年の演習ともなると本来の専門分野の研究に取り組まなくてはなら
ないことはその通りであるが，現実には，卒業後の進路を見据えて，演習生は落ち着かない日々
が続くこととなる。ホスピタリティ・マネジメント学科生の指導だけでも正直手を焼いている私
から見た時には，これら学生に対する大島先生の親身になっての丁寧なご指導の様子には本当に
頭が下がる思いしかない。野球部生では，プロ野球球団からドラフト１位指名を得たのちに母校
で教育実習を積み高校公民の教員免許を取得した豪のものまでいる。このような事情を鑑みて個
人的にではあるが，私にも何かできることはないかと思案し，野球部生，運動部生が集合生活し
ている日の出キャンパスに出向いての授業開講はできないものかと，大島先生にささやかな提案
をしたこともある。
ホスピ学科は，発足して１０年目を迎えた。この間，大島先生はずっとホスピタリティ・マネ
ジメン学科所属の教員である。そして，発足当初は設置当事者の経営学部長として，後半の
２０１５（平成２７）年１０月からは副学長として，今年２０１８（平成３０）年１０月からは本学学長とし
じ きょう
ての激職を務めながらの自彊である。
そう，大島先生は，本学副学長を３年間お務めになり，そのあとに学長になられていて現在学
長であられる。だから，経営学部の講義や演習担当としてはこの３月で一線を引くことになるか
もしれないが，引き続き本学，本学部，本学科を支えて，いやいや牽引して下さる立場である。
大島先生が本学で教鞭をとられて幾星霜，亜細亜大学の歴史を繋いで，亜細亜大学の行く末を思
うことが大いに楽しみであるとするは私だけではないであろう。
大島先生のこれまでの粉骨砕身に感謝いたします。有難うございます。そしてこれからの一層
のご尽力に希望を寄せております。よろしくお願い致します。
２０１８年１２月
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